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【表現形態】論文、プログラム
【研究目的】
　現在地周辺から「ユーザが潜在的に抱えている需要」に合致する飲食店を検索し、ナビゲーション機能によりその場から目当ての飲食店にたどり着けることを目的とする。
【期待される効果】
　事前に飲食店の情報を調べることなく、現在地周辺の店舗をその場で検索することにより、ユーザは少ない操作で効果的に店舗の情報を得ることが出来る。「ユーザが潜在的に抱えている需要」に合致する飲食店の提案を行うことで、ユーザの需要を満たす。ナビゲーション機能により、初めて行く店舗でも迷うことなくたどり着ける。
【研究概要】
携帯電話やスマートフォンの普及により、位置情報を利用したサービスが盛んに開発されている。その中に「現在位置から周辺の飲食店を検索する」というものや、「現在位置から周辺のラーメン屋を検索する」というものがある。これは、「ユーザが潜在的に抱えている需要」に対応しているものである。
「ユーザが潜在的に抱えている需要」とは、ユーザの現在位置や検索を行う時間帯、ユーザが持つ飲食物の嗜好など、ユーザが検索を行う際に条件の入力をしていない需要や表面化していない需要である。たとえば、ユーザが上記のサービスで検索を行うとき、検索を行う時間や現在位置などの情報はユーザが入力しているわけではないが、検索結果として表示される店舗は開店中でなければならない。そうでなければ、現在開店中の店舗を探す手間が増えてしまう。このように、ユーザは入力を行わないがユーザにとって必要である需要が「ユーザが潜在的に抱えている需要」である。この需要を満たすためには、ユーザにかかわる情報を自動的に取得し、分析できるシステムが必要である。
これらの機能をもつサービスを提供するためには、ユーザが常に身につけ持ち歩き、現在位置などの情報を簡単に取得することができるスマートフォン等の携帯端末を利用した形態が望ましい。スマートフォン等を用いた、ユーザが潜在的に抱えている需要を満たす飲食店の検索と提案の検討をおこなう。
【参考資料】
グル探　Androidマーケット
https://market.android.com/details?id=jp.aquabox.goumet
食べログ　ケータイ版
http://m.tabelog.com/
